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ならない者がいました。 

それぞれが一定の場所で勤続するようになると、高商を卒業した者として海外へ赴任し

たり貿易業務を担ったりし、また組織や企業を率いたりする卒業生がいました。彦根高商の

東亜科の動向が、他の卒業生に共通するかを検討するには、各校がもつ教育資源や地理的条

件をもとに志向した地域が異なるため、それぞれに卒業生の追跡が必要となります。 

すべての高商は 1944年に 4月に廃され、経済専門学校が設置されました。5校の支那科

と東亜科は、経済専門学校の東亜科に統一されました。文部省直轄の経済専門学校は、専門

学校規程に基づき運営されたことが確認できます。東亜科の学科課程はすべて同一となり、

高商時にあったそれぞれの特色は消失しました。 

1946 年 4 月には彦根、大分経済専門学校の東亜科が廃止され、高岡は経済専門学校それ

自体がなくなりました。山口経済専門学校のみが東亜科を東洋経済科に改め、支那科や東亜

科の系譜を継続させます。 

阿部教授が示しているとおり、その後身の山口大学経済学部では、「東亜」を冠した東亜

経済研究所や山口大学東亜経済学会が現在も機能し、『東亜経済研究』や『東亜経済研究叢

書』を発行しています。また、滋賀大学経済学部をみると『彦根高等商業学校図書課支那関

係図書目録』といった支那科や東亜科に関する資料が残されています。それぞれに「東亜」

の名称を引き継いだり、資料が残されていたりするものの、学校史では高商の支那科や東亜

科が十分に記されず、評価されていません。 

支那科や東亜科が規程上から消えても、それらの教育を受けた生徒は、それぞれに就職先

を決め、高等商業学校を出た者として経歴を積んでいきます。高商を考えるうえで、各後継

教育研究機関に今どのような資料が残されているかを調査し、それらをもとに可能な限り

の期間について、個々の学校を詳細にたどり比較し、高商全体として捉えることが求められ

ます。 

【 附 記 】本稿は、すでに発表した、今井綾乃「旧制官立高等商業学校の支那科・東亜科が目指した

地域―学科課程の変遷比較と彦根高等商業学校生の進路追跡から」Discussion Paper Series J-11、滋賀大

学経済経営研究所、2025年 12月、に論旨をかえないまま、いくつかの変更をくわえた版である。 




























































































































































